
タイミーの事業およびRubyの活用



タイミーとは
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｢働きたい時間｣と｢働いてほしい時間｣を

マッチングするスキマバイトサービス

従来の「求人サイト」でも「派遣」でもない



スキマ
バイト No.1
※2023年10月時点　※1 [調査方法]デスクリサーチ及びヒアリング調査 [調査期間]2021年2月8日~22日 [調査概要]スキマバイトアプ
リサービスの実態調査 [調査対象]2020年12月までにサービスを開始しているスキマバイトアプリ10サービス [調査実施]株式会社
ショッパーズアイ　※2 [出典]AppStoreライフスタイルカテゴリーランキング（2021年5月時点）
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累計求人案件数 ・ダウンロード数
※1 ※2

導入事業者数 66,000企業

ワーカー数 600万人



Vision

一人ひとりの時間を豊かに

「人生の時間は有限である」

  これは代表の小川が尊敬していた祖父の急逝をきっかけに得た教訓です。
  有限だからこそ時間をより価値あるものにする方法をすぐに見つけられ
  すぐに実行できる世界をつくりたい。この想いから、
  時間を豊かにする選択肢の一つとして、
  好きな時間に働ける「タイミー」が着想されました。
  私たちは「働く」に留まらない多様なアプローチで、
  一人ひとりの時間が豊かになるきっかけを提供していきます。
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Mission

「はたらく」を通じて
  人生の可能性を広げる
  インフラをつくる

  時間にとらわれず、好きな場所で、好きな仕事を。
  少し前には考えられないような自由な働き方を、タイミーは提供しています。
  この新しい「はたらく」は、ただ自由であることにその魅力を留めません。
「はたらく」を通じた、多くの人との出会いと経験の積み重ねは、自分自身の新たな  価値
を発見し、可能性を広げる糧になると私たちは信じています。

  タイミーは、新しい「はたらく」インフラとして、一人ひとりが自分の可能性を  広げていけ
る社会を目指します。
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Backend
Ruby 3.2.2
Ruby on Rails 7.0.8

タイミーにおけるRuby
タイミーはRuby on Railsを活用した、モノリシックなシステムでサービスの開発を行っており、Rubyをビジネスロジック/ドメインロジッ
クの実装の中核に据えた開発を行っています。



多様な機能・品質を実現を支える Ruby

タイミーは単一のプロダクトのなかで、多くの顧客課題を解決しており、多様な機能提供を行っています。この機能群の実現において

Rubyは様々なシステムの要求を満たし事業価値を実現しています。
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様々な事業のフェーズを支えるRuby
スタートアップから始まりワーカー500万人を突破するまでのハイパーグロースの道のりをRubyに支えられながら、歩んできておりま
す。



Rubyをテーマとした自社開催の勉強会イベント
● 5月25日 OSSへのコントリビュート  - Techmee vol.7
● 7月12日 Rubyist Meets Meat【交流会】
● 10月4日 Rubyで追求するモジュラモノリスの可能性

タイミー社員のRubyコミュニティイベントへの登壇（自社開催を含む）
● 5月16日 RubyKaigi2023 スポンサー振り返り会！エンジニアが語る

運営秘話
● 9月7日  Omotesando.rb #89
● 10月17日 Reject on Rails2023
● 5月25日 OSSへのコントリビュート  - Techmee vol.7
● 7月6日 Omotesando.rb #87
● 8月3日 Omotesando.rb #88
● 9月7日 Omotesando.rb #89
● 9月6 日 Rubyist はどう生きるか
● 10月4日 Rubyで追求するモジュラモノリスの可能性
● 8月3日Rubyコミュニティへのイベント会場貸し出し  Omotesando.rb 

#88
Ruby技術に関するTechBlogの発信

● Ruby 3.2+YJIT 本番運用カンパニーになりました
● Rails edgeでCIを回し始めました  〜設定方法編〜
● Rails edgeでCIを回し始めました  〜見つけたエラー編〜

Ruby技術カンファレンスへのスポンサード、出展
● Ruby Kaigi2023

3回

Rubyにまつわる自社イベントの主催

10回

Rubyコミュニティイベントの登壇
および会場の提供

3回

Rubyに関するTechBlogでの発信

1回

カンファレンスをスポンサー

Rubyコミュニティの一員としての継続的な貢献と活動

コミュニティに積極的に参加し、また場を作ることによって、開発上をする中で得たノウハウを還元する機会を作り、Rubyの継続的な
発展に貢献していきたいと考えています。

2023の実績

https://timeedev.connpass.com/event/279568/
https://timeedev.connpass.com/event/288668/
https://timeedev.connpass.com/event/295654/
https://wantedly.connpass.com/event/282036/
https://wantedly.connpass.com/event/282036/
https://omotesandorb.connpass.com/event/293888/
https://gotanda-rb.connpass.com/event/297591/
https://timeedev.connpass.com/event/279568/
https://omotesandorb.connpass.com/event/287544/
https://omotesandorb.connpass.com/event/290594/
https://omotesandorb.connpass.com/event/293888/
https://forkwell.connpass.com/event/293461/
https://timeedev.connpass.com/event/295654/
https://omotesandorb.connpass.com/event/290594/
https://omotesandorb.connpass.com/event/290594/
https://tech.timee.co.jp/entry/2023/05/10/133000
https://tech.timee.co.jp/entry/2023/07/19/113925
https://tech.timee.co.jp/entry/2023/07/24/113239
https://rubykaigi.org/2023/


ご清聴ありがとうございました。


